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記録用チェンバー(容量0.2ml)に移し、 95%02+ 5%C02を通気した Ringer液で濯流
した。 Ringer液の組成は(inmM)127.1 NaCI， 1.9 KCI， 1.2 NaH2P04， 26 NaHC03， 
1.2KH2P04， 2.4 CaCI2， 1.3 MgS04， and .10 glucoseである。実験は室温(20-240C)
で行った。後角の 0.55mm平方または0.83mm平方の領域の 700nm波長光吸収の変化
を測定した。イメージングシステム (501001， Fuji Micro Devices，東京)はframe
rate 0.6msで 128x 1 28 pixelのphotosensorから構成されている。吸引電極によ
り後根を刺激した。後角浅層または後根の侵入部位から細胞外ガラス電極により細胞外記
録し、一次求心線維を上行する電位の種類を区別した。 C線維興奮のための刺激の条件は
1.5mA， 0.5msであり、 A線維興奮の条件は0.1・0.2mA， 0.05msであった。光学的記
録ではその潜時により A線維とC線維を区別同定した。
(2)記録方法




染色の均一性により影響される。 Spaceconstantは6.5μm平方/pixelでは 2pixel 
(<13μm)、4.3μm平方/pixelでは 4pixel (<17μm)である。一回の後根刺激に








RH-482(日本感光色素、岡山)、 DL-2-amino-5・phosphonovaleric acid (AP5)、テ卜
ロドトキシン(TTX，Sigma)は蒸留水で溶かし冷凍保存した。 CNQX(6-cyano-7・
nitroquinoxaline-2，3-dionel H20) (Tocris Cookson)はDMSOで溶かし冷凍保存し
た。
2.結果
(1 )シナプス前終末からの光学的応答 (Fig1) 
脊髄後根の単発性電気刺激により、脊髄後角第 H層を中心に 100ms以上持続する神経興















された。抑制の程度は 10/01、ロセンにより 85+1%(n=7)へ、 20/01、ロセンにより 72+
2 %(n=7)へ、3%ハロセンにより 62+3%(n=7)へ、4%ハロセンにより 58+2%(n=4) 
へと減少した。 IC50は約 2.8%であった。刺激回数を9回にして抑制の時間経過を5分毎
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ット海馬スライス標本において、 1MACハロセンがSchaffer-collateral axon fiber 
volley の張帽を 18%減少させるという Milulec(1998)の報告と一致している(17)。ま





















潅流液の組成はスライスは 120mM NaCI， 2.5 mM KCI， 1.25 mM NaH2P04， 26 
mM NaHC03， 10 mM glucose， 3.0 mM myo-inositol， 2.0 mM sodium pyruvate， 
0.5 mM ascorbic acid， 2 mM CaCI2， 1 mM MgCI2である。 95%02+ 5%C02 
で酸素化した。 後シナプス細胞体のピペット内液組成は 97.5mM K gluconate， 





に同定し、ホールセルパッチクランプした。ピペット内液組成は 110mM CsCI， 40 
mM HEPES， 0.5 mM EGTA， 1 mM MgCI2， 2.0 mM Mg-ATP， 0.5 mM Na2-GTP， 12 
mM Phosphocreatinine， 10 mM TEA-CI (pH=7.3)である。
(3)台形体内側核の巨大シナプス前終末の Na電流記録













1は1個の MNTB細胞からの記録の例である。 59印、ロセン5分間投与により EPSC振幅
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N-type， P-type Ca channelが麻酔薬に抵抗性であるという報告と合致する。
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